
❖３年生（第 14回生）保護者対象『本校の教育活動に関するアンケート』集計結果❖ 

 

本校では「自己点検・自己評価」活動の一環として、保護者アンケートを実施している。 

本校の教育活動ならびに学校運営のより一層の充実を図るための課題や改善点を明らかにするため

のデータを得ることを目的として、今回、授業参観および保護者会に参加された 3 年生の保護者の方々

にアンケートのご協力をいただいた。参加されなかった保護者の方には、URL または二次元コードか

らアンケートフォームにアクセスいただきたい旨の文書を郵送した。 

回収率は 62％であった。設問および結果については以下の通りである。 

 

 

１） お子さまは、本校で看護を学び始めて 3 年目に入りました。保護者の方から見て成長を感じる 

ことはどのようなことですか。特にあてはまるものを 2 つ選択してください。 

 

 

   

２）本校では、就職や進学といった進路について、学生一人ひとりにあった支援・指導を行っていま

す。本校の進路指導・支援についてどのような感じておられますか。あてはまるものを選択して

ください。 
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３）保護者のお立場で、お子さまを本校に入学させて良かったと思いますか？  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）上記３．で「とてもそう思う」「そう思う」を選ばれた方にお聞きします。その理由として特に

あてはまるものを 2 つ選択してください。  

 

 

 

５）上記３．で「そう思わない」「まったくそう思わない」を選ばれた方にお聞きします。その理由

をお教えください。 

 

     ＜対象回答なし＞ 

 



６）本日の授業参観と保護者会にご参加されての感想や、本校へのご要望、ご意見等を自由にご記入

ください。 

 

⚫ 大変丁寧な説明で安心し、またいつもながら職員の皆様の酒田地域の医療を支える使命感が

伝わってきました。ありがとうございました。 

⚫ お蔭さまで子どもも内定をいただくことができました。卒業までご指導よろしくお願いいた

します。 

⚫ 学生同士「ありがとうございます。」「お疲れ様でした」のワードが溢れていて、とても感動

しました。 

⚫ 授業参観が最後まで見られなかったのが残念でした。 

⚫ 授業参観では、シーン毎に問題点や対策、最善を自分達で考え、発表する姿を見ることがで

この 3年間の成長を感じ、大変感慨深いものがありました。先生の講評も素晴らしく、この

ような指導の方々のもと学べることができているのだと、また今回のような機会を設けて頂

けた事に感謝しております。保護者会は都合で途中までしか参加できなかったのが心残りで

すが、いつも通りプロジェクターの画像を資料として頂けたので、家庭で拝見することがで

きました。ありがとうございました。 

⚫ 毎年保護者会に参加しています。いつも丁寧で分かりやすい説明をしてくださるので学校や

先生たちへの安心感があります。他の専門学校に行った親御さんたちと話をすることもあり

ますが、酒田看護学校はすべての面で丁寧だし、学生を第一に考えてくれる学校だと思いま

す。卒業までよろしくお願いいたします。 

⚫ あまり見ることがない授業の様子と、生徒さん達の学校での雰囲気を感じる事ができ、貴重

な時間でした。保護者会も参加できてよかったです。 

⚫ いつも大変お世話になっております。最後の授業参観に行けず残念でした。3 年はあっとい

う間ですね。最近は実習が多く仕事面だけでなく、人間関係を築く難しさも経験し、一時メ

ンタル的についていけない葛藤もあったようですが、それも何とか食いしばって先輩方につ

いていく姿を見たときは、子どもの強さを感じました。来年無事に国試合格して看護師にな

るという長年の目標達成に向けて頑張ってもらいたいと思いますので、最期までご指導の程、

よろしくお願いいたします。 

⚫ 遠方のためホームページをよく見ています。学校生活のことがよくわかります。アットホー

ムな雰囲気の中で 3年間過ごすことができ有り難いと思います。高校からは大学進学を勧め

られましたが本人が酒田看護学校を選びました。子どもの意志を尊重してよかったと思って

います。 

⚫ （授業参観について）実習の合間に、このようによくまとめ上げたと思います。 

⚫ 今回、授業参観に参加させていただき、生徒さんたちの真剣な（シーンの問題点と対策）学

びの姿勢にとても感動しました。そして、先生からの助言もすばらしく思いました。来援卒

業認定が出来、国家試験合格できるように、本人が頑張って学んでほしいと思います。今後



も御指導よろしくお願いします。 

⚫ 進路に悩んだ時期もありましたが、クラスの友達や先生方に支えられここまで来れました。

ありがとうございます。ただ、先生の中には頭ごなしに怒ったり自分の意見を押し付けたり、

生徒の意見を聞かない先生や、大勢の前でダメなところを注意する方もいるようです。改善

を望みます。 

⚫ いつもお世話になっております。研修時の交通費についてですが、車を持っていない子は電

車やバスで研修先にいくわけですが、車の子にはガソリン代が支給されるのに、電車やバス

を利用する子にはなぜ支給されないんでしょうか？車を持っているのは当然という考えに

基づいているのでしょうか？酒田市内はるんるんバスがあるのでまだいいですけども鶴岡

は遠いです。全額でなくても上限を設けるとか何かしら策はないのでしょうか？車をもたな

ければいけないのでしょうか。 

 

※原則、ご記入いただいた文章をそのまま載せていますが、個人情報が特定される内容や 

プライベートな事柄については割愛しています。ご了承ください。 

 

 

 

 

 

【３年生（第 14回生）保護者アンケート集計結果に基づくご質問への回答と御礼】 

 

   本校では、年に１回各学年の保護者会を開催している。例年同様、3 年生の保護者会は授業参観と併

せて実施しています。今回、3年生の保護者の方々を対象に『本校の教育活動に関するアンケート』を実施

したところ、18名の保護者の方々から回答を頂戴することができました（回収率 62%）。アンケート集計結果

から、本校の教育活動に関しておおむね肯定的なご意見をいただいたものと認識しております。 

頂戴した回答ならびにご意見は、関係者および関係各所と共有し、本校の教育の質向上に向けた資料

として活用させていただきます。今回のアンケート調査にご協力を賜りました保護者の皆様に厚く御礼申し

上げます。本校の教職員一同、今回の結果を真摯に受けとめ、看護の専門職業人の育成に向けてよりよ

い教育活動を行うよう努めて参ります。 

   また、今回のアンケートの自由記載欄にはご質問が 2 点ありましたので、紙面を通じて回答さ

せていただきます。 

 

 



・学生に対する教員の態度について－ 

 

このご意見に関して、いつ・どこで・誰が・どのような場面での出来事なのか、など具体的なこ

とが確認しかねる中での回答になりますので、一般的なことしか申し上げられないことをご勘弁い

ただきたいと思います。 

本校の看護教育の主要概念では【教育・学習】を「学習者と教師は人間相互の信頼関係の過程の

中で、共に育ちつづける存在である。」としています。これは、教育活動を成立させるためには「学

習者」－「教授者」との信頼関係が基盤となることを意味します。また、本校では「“学生の未熟さ

に共感し、敬意をもちながら学生にかかわることができているか”の視点から常に自己を内省し、謙

虚さをもって教育にあたる。」を教育組織目標の一つとしています。教員は学生を「看護ができる」

ように育てるのが第一義的な役割ですが、「人」としての成長を促すのも重要な役割と認識していま

す。そのため、教員が学生にとって「脅威」や「威迫」を感じさせる存在であってはいけません。

教員は常に学生に関心を寄せ、感情や情緒の安定性を保つことが大切であると考えます。 

このような考え方に基づき、教員個々が学生との向き合い方を振り返る機会を設け、教員の教育

力・指導力の向上につなげていくようにいたします。 

学生の成長を支援する教員が、その役割を超えた一人の人間として学生と関わり合いながら、共

に成長していくことができるよう、学生一人ひとりを尊重しながら今後も教育活動に努めてまいり

ます。貴重なご意見ありがとうございました。            （回答：副学校長 渡會） 

 

 

・実習場所への移動に伴う交通費（実習場所への移動支援）について－ 

 

  本来、実習先の異動に関しましては、学ぶ場所が学校から実習先に変わっただけですので、学生

が各自で移動することとなっております。 

  実習先においては、十分な駐車スペースがないところが多く、自家用車移動であっても、学生が

駐車できる台数は限られております。そのような中で、学生がお互いに話し合い工夫しながら、協

力して移動していると聞いております。 

  【実習場所への移動支援】については、酒田市立酒田看護専門学校教育後援会の事業になり、【酒

田看護専門学校教育後援会学生実習先移動費助成について】に基づいて行われております。酒田市

立酒田看護専門学校教育後援会は会員様の善意で成り立っており、予算には限りがあることにご理

解を頂きたいと存じます。 

  このたび頂戴しました意見も含めまして、様々なご意見を頂いているところです。持続可能な支

援にしていくために、ご意見を参考にさせて頂き検討して参ります。 

  今後ともご理解ご協力を賜りますようお願い申し上げます。     （回答：事務長 小田） 

                                   

令和 7年 8月 1日 

酒田市立酒田市立酒田看護専門学校 

副学校長 渡會睦美 


